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米国の小学校音楽カリキュラムについての事例研究 (1)
- コネチカット州イーストライム公立学校を中心に一
早川 倫子
本研究は,米国の小学校の音楽カリキュラムの実際について,州および学校レヴェルでの
カリキュラムを分析し,検討を行なったものである｡とりわけ,コネチカット州イーストラ
イム公立学校の事例調査を踏まえて,全米,州,自治区 (学区)それぞれのレヴェルでのカ
リキュラムの概要を示した｡また,比較検討の結果,コネチカット州における州レヴェルの
カリキュラムは,『全米芸術教育標準』に準じる形で構成されていたが,学校レヴェルでの
音楽カリキュラム (ここではイーストライム公立学校)は,州レヴェルの枠組みを基本とし
ながらも,それぞれの ｢達成標準｣すなわち獲得されるべき音楽的能力の達成へ向けて,
｢内容標準｣に相当する項目 (活動領域)を複数組み合わせて実践するよう構成されている
ことが明らかとなった｡
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はじめに
本研究は,米国の小学校の音楽カリキュラムにつ
いて,州および学校レヴェルでのカリキュラムを分
析することによって,検討を行うものである｡
米国では,1994年に出された 『全米芸術教育標準｣】
(NationalStandardofArtsEducation)において,
幼稚園から高校までの一貫した芸術カリキュラムが
構成されていることは,周知のとおりである｡しか
し,10年以上経った今日,その標準の影響をどの
ぐらい受けて実践がなされているか,またそれらの
カリキュラムの下で実践されている音楽授業とはど
のようなものかといった報告は多くされていない｡
そこで,本論では,今回調査研究を行ったコネチ
カット州イーストライム公立学校のカリキュラムと
実践を中心に分析し,特に小学校のおける音楽カリ
キュラムや教育内容についての調査内容を報告した
い｡なお,コネチカット州イーストライム公立学校
の事例調査は平成20年度文部省科学研究費補助
金 ･若手研究 (B)(課題番号20730554)によるも
ので,調査実施日は2009年3月9日～13日である｡
1.『全米芸術教育標準』における音楽カリキュラ
ムについて
(1)概要
1960年代以降,米国では美的教育思想,概念学
習などさまざまな音楽教育理念を下に,カリキュラ
ム開発が盛んに行われてきた｡そのような背景の中
で,1994年に発表された 『全米芸術教育標準』に
おいては,｢Shouldknow (知るべき事柄)｣と ｢be
abletodo(できるようになる事柄)｣を明確にする
形で内容が構成されていることは周知の通 りであ
る｡以下,項目ごとに概要を示す1｡
(2)構成
(む 芸術領域の分類
･ダンス (Dance)
･音楽 (Music)
･舞台芸術 (Theatre)
･視覚芸術 (visualArts)
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② 音楽(Music)における ｢内容標準(Content
Standards)｣
1.様々なレパートリーの音楽を一人または他
の人と一緒に歌う
2.様々なレパートリーの音楽を一人または他
の人と一緒に演奏する
3.旋律,変奏,伴奏を即興する
4.ガイドラインに沿って作曲 ･編曲する
5.読譜と記譜
6.音楽を聴取,分析,描写する
7.音楽や音楽の演奏を評価する
8.音楽と他の芸術,芸術以外の分野との関連
性を理解する
9.音楽と歴史,文化との関連性を理解する
③ 音楽 (Music) にお け る ｢達成標準
(AchievementStandards)｣
学年の枠組みごとにそれぞれ ｢達成標準｣が示さ
れている｡学年ごとの枠組みは以下に示したとおり
である (それぞれの ｢達成標準｣については,本論
では割愛する)｡また,Grade9-Grade12において
は,｢熟達 (proficient)｣と ｢上級 (advanced)｣の
レベルに分けられている｡
･K-Grade4
･Grade5-Grade8
･Grade9-Grade12
2.コネチカット州における音楽カリキュラムにつ
いて
(1)概要
コネチカット州では,およそ166の自治区 (学区)
がある｡そのうち約76%の小学校で,音楽が学校
のカリキュラムの中に位置づけられている2｡
コネチカット州の芸術カリキュラムの枠組みにつ
いては,『全米芸術教育標準』に基づいて構成され
ていることが示されている｡芸術カリキュラムの冒
頭には,｢第12学年を終えるまでに,生徒たちはダ
ンス,音楽,舞台芸術,視覚芸術を含むすべての芸
術を理解することを通して,創造 ･表現 ･反応する
ことを学ぶこと,少なくとも一つの芸術様式につい
て深い技術を培うこと,さらには人間経験を表現し
ている芸術の重要性を認識すること｣などが述べら
れている3｡このことから,コネチカット州の芸術
分野に対する位置づけも 『全米芸術教育標準』と同
様であることが伺える｡
(2)構成
① 音楽 (Music)における｢内容標準 (content
Standards)｣
『全米芸術教育標準』と同様に,以下の表 1のよ
うに9つの項目が設定されている｡内容に関しても
大きな違いはないが,異なる点として以下の点があ
げられる｡
･それぞれの内容標準に対して,項目名が設けら
れている (例えば,内容標準 1は歌唱 (vocal)
など)
･内容標準4の作曲 (composition)において,
『全米芸術教育標準』では ｢特定のガイドライ
ンに沿って｣という文言があるが,コネチカッ
ト州の内容にはその記述はない｡
･内容標準8の関連 (connections)において,
関連性を示す対象が,『全米芸術教育標準』で
は ｢音楽と他の芸術,芸術以外の分野との関連｣
となっているのに対して,コネチカット州の内
容には,｢音楽と他の分野,そして日常生活
(下線筆者)との関連｣になっている｡
② 音楽 (Music)における ｢目標達成標準
(performanceStandards)J
表1 コネチカット州 :Music:ContentStandards
1.歌唱:生徒らは,様々なレパートリー の歌を一人または他の人と一緒に歌うことができる○
2.器楽:生徒らは,様々なレパートT)-の器楽曲を一人または他の人と一緒に演奏することができる○
3.即興:生徒らは,旋律,変奏,伴奏を即興することができる○
4.作曲:生徒らは,音楽を作曲したり編曲したりすることができる○
5.記譜法:生徒らは,読譜や記譜ができる○
6.分析 :生徒らは,音楽を聴取,分析,描写することができる○
7.評価 :生徒らは,音楽や音楽の演奏を評価することができる○
8.関連:生徒らは,音楽と他の分野や日常生活との関連を示すことができるo
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『全米芸術教育標 準』 における ｢達成標準
(AchievementStandards)｣にあたるものとして,
コネチカット州では"PerformanceStandards"とい
う用語を用いて設定されている｡
また,学年の枠組みも 『全米芸術教育標準』同様
に,K-Grade4,Grade5-Grade8,Grade9-
Gra-de12の3つに分類されているが,Grade9-
Grade12における ｢熟達 (proficient)｣レヴェルと
｢上級 (advanced)｣のレヴェルの設定はない｡
(｢目標達成標準 (performanceStandards)｣の詳細
は,本論では割愛する｡)
3.コネチカット州イース トライム公立学校の音楽
カリキュラムの実際
(1)イーストライム公立学校と音楽授業の概要
イーストライム自治区 (学区)には,Elementary
Schoolが3校,MiddleSchoolとHighSchoolがそれ
ぞれ1校ずつ存在する｡
これらの公立学校のうち,GradeX-4の子どもた
ちが通学しているElementarySchoolでは,3校共
通の音楽カリキュラム (EastLymePublicSchool:
MusicCu汀iculum)が構成されている｡音楽の授業
はVocalMusic(いわゆるGeneralMusicにあたるも
の)とInstrumentalMusicに分かれておりGradeK-2
においては,VocalMusicのみで週に 2時間,
Grade3-4ではそれぞれ各1時間で,すべての学年に
おいて必修科目となっており,各学校の専門教師
(vocalMusicとInstrumentalMusicそれぞれ別の教
柿)が指導にあたっている｡なお,VocalMusicの
教師は各学校 にそれぞれ 1人ずつ配属 され,
InstrumentalMusic担当の教師は,1人で3校すべ
てをまわって指導している｡4
vocalMusicの授業内容は,歌唱を中心としなが
らも器楽 (打楽器,リコーダー,オルフ楽器など),
身体 表現 な どの内容 も含 んでい る ｡ また,
ⅠnstrumentalMusicの授業は3年生と4年生で実施
されており,ヴァイオリン,トランペット,クラリ
ネットの3種類の楽器をイーストライム自治区 (学
区)で所有し,3校で順にまわして授業を行ってい
る｡
(2)音楽カリキュラムの内容
前述したように,イーストライム自治区 (学区)
には3つの小学校共通のカリキュラムが存在し,そ
れはコネチカット州のカリキュラムに基づいて構成
されている｡
以下の表 2は,｢音楽カリキュラムの目標｣とし
て示されているものである｡
この ｢音楽カリキュラムの目標｣は,『全米芸術
教育標準』およびコネチカット州の音楽カリキュラ
ムにおける ｢内容標準｣に借するもので,7項目か
ら構成されており,『全米芸術教育標準』およびコ
ネチカット州の音楽カリキュラムにおける ｢内容標
準｣の9項目に比べて,2項目少なくなっている｡
これは,歌唱と器楽 (演奏)といった表現技能に
関わる項目を一つの項目として統合しているため
と,音楽との関連性の理解に関わる項目において
｢歴史と文化｣という項目のみで設定しているため
である｡しかし,大幅な内容の相違は見られない｡
また,この ｢音楽カリキュラムの目標｣をもとに,
vocalMusic(GeneralMusic)とInstrumental
Musicそれぞれに対して,各学年で達成標準に相当
する内容が示されている｡
(3)vocalMusic(GeneralMusic)のカリキュラ
ムの実際～Gradelの事例～
以下の表3は,GradelのVocalMusic(General
Music)のカリキュラムを示したものである｡
表3のように,カリキュラムの内容は,Learner
Outcomesとsample;Ⅰndicators/Assessmentsの項目
で示されており,それぞれ ｢内容標準｣および ｢達
成標準｣に関連する内容となっている｡
前者のLearnerOutcomesは,前項 (2)の表2
で示した音楽カリキュラムの目標1-7の項目で構
成され,どのような音楽活動を通して音楽的能力を
獲得していくかが示されており,それらに対応して
52 EastLymePublicSchoolsIMusicCuriculumGoals
1.様々なレパートリー の音楽を一人または他の人と一緒に歌う/演奏する○
2.旋律,変奏,伴奏を即興するo
3.ガイドラインに沿って作曲や編曲する○
4.読譜や記譜をする○
5.音楽を聴取,分析,描写するo
6.音楽や音楽の演奏を評価する○
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表3 VocalMusic(GeneralMusic)～Gradelより～
LearnerOutcome: Sample:Ⅰndicators/Assessments:
生徒たちは次のことを知ることができる: 生徒たちは次のことができるようになる:
Goal:1
様々なレパートリーの音楽を一人または他の A)良い声質と明確な発声で歌う
人と一緒に歌う B)正確なリズムとテンポで歌う
C)適切な調子と強弱で歌う
D)一つのグループで正確に歌う
E)伴奏に合わせて.伴奏なしで歌う
F)簡単な歌を歌う
Goals:1,4
一人または他の人と一緒に楽器を演奏する A)音程のない楽器を演奏する
B)指揮者や教師の指揮に反応することを学習する
C)一定のパターンや安定した相を維持する
Goal:4
読譜と記譜をする A)簡単な視覚的リズムパターンを読んだり､演奏したりする
Goals:5,6
音楽を聴取,分析,描写する A)音楽を聴いている間,適切に動く
B)高い.低い,速い.遅い,大きい.静かなといった専門用語を
使う
C)様々な楽器を識別する
Goals:7,4,1
音楽と他の分野の関連を明らかにする A)歌やダンスや律動を相互に関連させて表現する
B)多文化的な歌やダンスを表現する
Goals:3,2
音楽を創造する A)リズムや旋律に対して付随する動きを創造する
どのようなことができるようになればいいかという
内容 (具体的な音楽的知識や技能の内容)が,
Sample;Ⅰndicators仏ssessmentsとして示されてい
る｡
このイース トライム自治区 (学区)のカリキュラ
ムで特徴的なのは,｢内容標準｣に相当する項目をそ
れぞれ個別に示すのではなく,それらを組み合わせ
て活動を構成している点にある｡例えば,Goals:1,4
は1の演奏という活動のみだけではなく,そこには
4の読譜と記譜の活動も同時に含まれることを意味
し,複合的な活動を通して音楽的な能力を育てよう
としている意図が伺える｡
まとめ
本論では,米国の小学校音楽カリキュラムについ
て,コネチカット州およびイース トライム公立学校
のカリキュラムを中心に分析を行ってきた｡今日,
わが国における学習指導要領の改定において,音楽
科における表現と鑑賞の活動領域の関連性がますま
す求められていることや,｢共通事項｣の新設によ
り音楽的な基礎知識を様々な音楽活動と関連付けて
学習していく方向性が示されたことに関して,とり
わけ,このイーストライム公立学校のカリキュラム
の分析は,どのように活動を関連させて音楽的能力
を育てていくかという点で,示唆を得ることができ
るものであった｡
しかし,本論では,カリキュラムの概要を示した
に過ぎず,今後さらなる分析と『全米芸術教育標準』,
州,自治区,学校のそれぞれのレヴェルでの比較検
討が必要である｡
また,筆者は今回の調査にあたって,イース トラ
イム自治区 (学区)の3つの小学校のうち,2校の
小学校の授業を実際に見てきたが,その詳細な内容
の分析については記述するに至らなかったので,今
後の課題としたい｡
最後に,コネチカット州やイーストライム自治区
のカリキュラムの情報提供や授業見学を快く引き受
けてくださった先生方に感謝いたします｡
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